
羽生市ぎかいだより��� 平成１７年８月１５日 第１７１号

議
案
第
四
十
一
号　

専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
質
問
）

・
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
高

齢
者
に
適
用
さ
れ
て
い
る
個
人
市

民
税
非
課
税
措
置
や
定
率
減
税
が

廃
止
、
減
額
さ
れ
る
が
、
そ
の
影

響
額
、
対
象
者
を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

・
本
市
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
非

課
税
と
さ
れ
て
い
た
年
金
受
給
者

数
は
約
七
千
八
百
人
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
約
千
四
百
人
が
新
た
に
課

税
対
象
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、

影
響
額
は
平
成
十
八
年
度
で
約
五

百
十
万
円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
定
率
減
税
の
減
額
は
、
対

象
者
約
二
万
一
千
人
、
影
響
額
は

議
案
第
五
十
二
号　

彩
北
広
域
清

掃
組
合
か
ら
の
羽
生
市
の
脱
退
及

び
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

（
質
問
）

・
建
設
用
地
の
一
部
を 
按
分 
に
よ

あ
ん
ぶ
ん

り
取
得
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま

た
、
清
算
に
よ
る
返
還
金
約
三
千

万
円
の
使
途
予
定
は
ど
の
よ
う
か
。

（
答
弁
）

・
土
地
を
取
得
し
た
場
合
、
し
な

い
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
検
討
し
、
借
金
ま
で
し
て
分

割
取
得
す
る
価
値
は
な
い
と
判
断

し
た
。
ま
た
、
清
算
に
よ
る
返
還

金
は
、
本
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

の
分
を
清
算
し
、
現
在
の
試
算
で

は
約
三
千
万
円
程
度
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
が
、
当
面
基
金
と
し
て

積
み
立
て
、
将
来
の
新
炉
建
設
の

一
部
に
充
て
る
考
え
で
あ
る
。

議
案
第
四
十
四
号　

平
成
十
七
年

度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第

二
号

（
質
問
）

・
市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て
、
入

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

同
協
議
会
の
規
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

◎
六
月
二
十
一
日　

原
案
可
決

議
案
第
四
十
四
号　

平
成
十
七
年

度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
二
号

議
案
第
四
十
五
号　

職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
議
案
第
四
十
六
号　

羽
生
市
文
化

財
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
四
十
七
号　

羽
生
市
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
四
十
八
号　

羽
生
市
消
防

事
務
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
五
十
一
号　

彩
北
広
域
清

掃
組
合
か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
二
号　

彩
北
広
域
清

掃
組
合
か
ら
の
羽
生
市
の
脱
退

及
び
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

▽
陳
情

◎
六
月
二
十
一
日　

陳
情
第
一
号　

義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
陳

情　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
採
択
）

▽
議
員
提
出
議
案

◎
六
月
二
十
一
日　

原
案
可
決

議
第
三
号
議
案　

義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る

意
見
書

議
第
四
号
議
案　

地
方
議
会
制
度

の
充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書

議
第
五
号
議
案　

発
達
障
害
児

（
者
）
に
対
す
る
支
援
促
進
を

求
め
る
意
見
書

▽
市
長
提
出
議
案

◎
六
月
七
日　

承
認
・
原
案
可
決

議
案
第
四
十
一
号　

専
決
処
分
事

件
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
一
）

議
案
第
四
十
二
号　

専
決
処
分
事

件
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
二
）

議
案
第
四
十
三
号　

専
決
処
分
事

件
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
三
）

議
案
第
四
十
九
号　

彩
の
国
さ
い

た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
号　

北
埼
玉
地
区
視

聴
覚
教
育
協
議
会
を
設
け
る
地

　
審
議
案
件
と

そ
の
結
果　

    　
 
（
六
月
定
例
市
議
会
）

札
の
際
に
周
辺
の
住
環
境
を
守
る

た
め
の
使
用
条
件
を
付
け
て
い
る

か
。
も
し
、
付
け
て
い
な
い
と
し

た
ら
今
後
使
用
条
件
を
付
け
る
考

え
は
あ
る
か
。

（
答
弁
）

・
今
回
の
市
有
地
の
売
却
に
つ
い

て
は
、
区
画
整
理
事
業
の
保
留
地

や
工
業
団
地
の
分
譲
の
よ
う
に
、

利
用
目
的
が
制
限
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
条
件
を
付
け
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
後
大
規
模
な
土
地

の
売
却
の
際
に
は
、
分
割
し
て
売

却
す
る
な
ど
、
周
辺
環
境
に
留
意

し
た
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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議
案
に
対
す
る
質
疑

大
貫　

巖
議
員

蜂
須
直
巳
議
員

落
合
信
夫
議
員

永
沼
正
人
議
員

平
成
十
八
年
度
で
約
一
億
一
千
万

円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

議
第
一
号
議
案　

義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意

見
書

（
質
問
）

・
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
意
見

書
を
提
出
し
た
経
緯
を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
求
め
る
陳
情
が
、
文
教
民

生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の

結
果
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。
そ
の
た
め
、
本
委
員
会
に
所

属
す
る
議
員
全
員
の
意
思
と
し
て

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。


